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１．はじめに 

（１）背景・目的 

近年、将来的な資源制約や環境問題等を背景に、大量生産、大量消費、大量廃棄の「線形経済」

から「サーキュラーエコノミー」への移行が喫緊の課題である。 

経済産業省では、産業を循環性の高いビジネスモデルに転換させるため、2023 年 3 月に「成長

志向型の資源自律経済戦略」を策定。今後、資源循環経済政策について、経済成長の新たなエン

ジンとするため、産業政策、脱炭素、経済安全保障の文脈からさらなる拡充や加速化を図ること

が急務である。また、「GX2040 ビジョン」ならびに産業構造審議会資源循環経済小委員会「成長

志向型の資源自律経済戦略の実現に向けた制度見直しに関する取りまとめ」では、①製品メーカ

ーによる調達のみならず、消費者の行動変容を促す仕組みも一体的に進める必要、②サーキュラ

ーエコノミーに配慮した製品が消費者から評価されて売上につながるような環境をつくるために

は、生活者としての主体的な行動を引き出していくことが不可欠、と示唆された。 

令和 6 年度に、近畿経済産業局において実施した環境配慮型製品における価値の作り手

(Rethink Designer)に対する調査では、当該製品が正当な価格で売れるためには、①消費者（循環

価値の受け手）への動機づけ、行動変容の実現といったサプライチェーン全体での価値の創造が

鍵となる、②小売店・量販店など消費者と直接接点を持つ存在の意識が変わり商品として採用し

なければ、消費者のもとに価値として届かないといった指摘があった。 

このように、製品やサービスの販促活動において、作り手と消費者の間に介在し、サステナブ

ルな消費・共感を促すと期待されるプレイヤー「循環価値のプロモーター(※１)」を意識した価値

づくりと彼らのノウハウを取り入れた価値の伝達方法(※２)の磨き上げが、サステナブルな消費

行動を引き出すうえでの今後の課題として窺えた。 

※１ 小売店・量販店、宿泊、テーマパーク、商社、広告代理店、専門メディア、プロモーションプ

ラットフォーム（クラウドファンディング等）などを想定。 

※２ 伝達の強化、伝達先の変更、演出による伝達、教育による伝達など、消費者の考え方や行動に

変化をもたらす可能性のあるプロモーションの検討 

本調査は、価値の伝達方法を磨きあげるための手法を明らかにするとともに、「循環価値のプロ

モーター」と価値の作り手が連携することで、資源循環市場の創出・拡大につなげることを目的

とする。 

 

（２）事業内容及び実施方法 

本調査では、循環価値の伝達に着目し、より多くの消費者が循環価値を享受するためには、消

費者に対しサステナブルな消費・共感を促す「循環価値のプロモーター」と価値の作り手との有

機的な連携が鍵になるのではないかという仮説のもと、プロモーターと作り手に対しアプローチ

を図る。 

具体的な実施方法として、資源循環に関する消費者の意識・行動変容に向けて、「循環価値のプ

ロモーター」における取組の実態把握を行い、サステナブルな消費行動を促す指標や手法につい

て整理する。加えて、価値の作り手と消費者とのタッチポイントを大阪・関西万博会場内で実証

的に創出し、資源循環に関する消費者の思考・行動変容と消費者の反応を踏まえ価値の作り手に

もたらす気づきについて考察する。  
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２．循環価値のプロモーターに関する実態調査 

（１）文献調査 

主に国内において、経済合理性が担保された形でサーキュラーエコノミーの取組を実践するプ

ロモーターにおける最近の動向、ターゲット（消費者の属性）、実績、効果に関する既往の文献調

査（インターネット調査）を 20 件程度実施し、先進事例等を収集・整理した。 

 

（２）ヒアリング調査 

文献調査等をもとに、深掘りすることが有効な「循環価値のプロモーター」を抽出し、ヒアリ

ングを実施した。ヒアリングは、近畿管内の他、全国各地の事例も対象とした。 

 

○ヒアリング項目 

サーキュラーエコノミー関連製品の販売やサービスの提供等に取り組まれている事業者から、

取組内容・方法をはじめ、消費者に届ける循環価値やその伝達手法等を明らかにすべく、以下の

項目をベースにヒアリングを実施した。 

 企業概要・サーキュラーエコノミーの取組背景 

 貴社におけるサーキュラーエコノミー関連事業の取組内容・方法 （消費者に届けたい「循

環価値」、消費者への働きかけ） 

 現時点の成果と課題、今後の取組方向 

 作り手との連携状況、新たな連携の可能性 

 

○ヒアリング調査先 

ヒアリング調査にご協力いただいた企業は以下のとおり。 

ヒアリング日時 企業名 

2025年 11月 19日 株式会社斗々屋 

2025年 11月 26日 GOOD NATURE HOTEL KYOTO（株式会社ビオスタイル） 

2025年 12月 8日 長瀬産業株式会社 

2025年 12月 16日 株式会社良品計画(無印良品 イオンモール橿原） 

2025年 12月 19日 株式会社ヤマダ環境資源開発ホールディングス 

2025年 12月 19日 株式会社クラス 

2025年 12月 22日 JR西日本 SC開発株式会社 

2025年 12月 26日 株式会社ユナイテッドアローズ 

2026年 1月 14日 株式会社エアークローゼット 

2026年 1月 26日 イオン株式会社 

2026年 1月 27日 株式会社 SANU 
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（３）現状分析及び課題整理 

（２）を踏まえ、特定の製品・商材における「循環価値のプロモーター」の意識および行動変

容を促すために必要な要素を抽出するとともに、まだサーキュラーエコノミーの取組を実践して

いない「循環価値のプロモーター」への行動変容を促すうえでの課題整理を行った。 

 

（４）課題解決に向けた方針案 

（１）～（３）を踏まえ、サステナブルな消費行動を促す伝達手法等について考察した。 
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３．循環価値の作り手によるプロモーション（万博会場内イベント）に関する実証調査 

（１）研究会の開催 

大阪・関西万博における Rethink Design Project の一環として、経済産業省主催イベント（サ

ーキュラーエコノミー研究所）と連携し、9 月 24 日に体験型ワークショップ「じつは、こんなも

のからできてんねんフェス～Rethink Design Expo～」を開催した。 

本フェスは、循環価値を生み出す作り手（Rethink Designer）が、消費者の思考や行動の変容

につながるビジョンやコンテンツを提示する「実証調査の場」として位置付けたものである。こ

の実証に向けて、プログラムの企画・検討を目的とした研究会を全 3 回開催した。 

 

①Rethink Design Project 第 1 回万博催事 実務者会議  

○開催概要 

開催日時 2025 年 7 月 1 日(火) 13:00～17:30 

開催場所 近畿経済産業局内 本館３階 共創空間シロカフェ（旧アルコール室） 

プログラム 1．開会・主旨説明  

近畿経済産業局 資源エネルギー環境部 環境・資源循環経済課 

2．オリエンテーション（インプットトーク） 

Circular Economy Hub 編集長（ハーチ株式会社運営）/ 

 サークルデザイン株式会社 代表取締役  那須 清和氏 

金沢大学 理工研究域 生命理工学系 教授 竹内 裕氏 

3．セッション① 

～各社の Rethink Design の取組み、その思い、ねらい、アセット～  

4．セッション② 

 ～万博催事に向けて～  

5．事務連絡・閉会 

 

○開催結果 

冒頭、近畿経済産業局から、Rethink Design Project のこれまでの活動内容を紹介しつつ、価

値の作り手とともに万博の場を活用して、サーキュラーエコノミーの重要性を消費者に伝えてい

きたいという想いを共有した。その後のイントロダクションでは、Circular Economy Hub 編集

長の那須氏より、サーキュラーエコノミーを推進するうえでの事業者と消費者の関わり方や、事

業者のマーケティングのあり方についてご講演いただいた。続いて、金沢大学の竹内先生から、

サーキュラーエコノミーをはじめとするサステナビリティに対する次世代の意識変容について、

事業者や高校生とともに行ってきたワークショップの実践知を交えてお話いただいた。続いて、

参加事業者はグループに分かれ、サーキュラーエコノミーに挑む事業者同士で互いの想いやアセ

ットを共有しながら、9 月の大阪・関西万博内での催事を見据えた多様なアイデアを出し合っ

た。  
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②Rethink Design Project 第 2 回万博催事 実務者会議 

○開催概要 

開催日時 2025 年 8 月 4 日（月） 13:00～17:00 

開催場所 近畿経済産業局内 本館 2 階 第一会議室 

プログラム 1．開会・趣旨説明 

2．共通企画について（主催者企画）  

3．会場・運営計画素案について 

4．各社の催事企画案の共有・企画内容の発表（７社） 

5．今後の進め方について 

6．閉会 

 

○開催結果 

第 2 回実務者会議では、会場内での共通企画、会場・運営計画素案について説明するとともに、

各社の催事企画案について共有し、意見交換が行われた。 
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③Rethink Design Project 第 3 回万博催事 実務者会議 

○開催概要 

イベント名 Rethink Design Project 第 3 回万博催事 実務者会議 

開催日時 2025 年 9 月 1 日(月) 14:00～15:00 

開催場所 オンライン 

プログラム 1．当日全体スケジュール  

2．会場レイアウト  

3．来場者受付方法（整理券発行の流れ）  

4．搬入出方法 

5．共通企画について 

6．外国語対応 

7．9/24 当日までの対応事項の確認  

8．質疑応答 

 

○開催結果 

第 3 回実務者会議では、大阪・関西万博での催事に向けて、各種連絡事項を伝達した。 
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（２）万博会場内でのプロモーション実証調査 

研究会での活動を踏まえ、万博会場内でのイベントを開催し、資源循環に係る消費者の思考・

行動変容に向けた実証調査を行った。 

 

○開催概要  

イベント名 「じつは、こんなものからできてんねんフェス～Rethink Design Expo～」 

開催日時 2025 年 9 月 24 日(水) 14:00～18:00 

開催場所 大阪・関西万博 EXPO メッセ「WASSE」南ホール「サーキュラーエコノミー研

究所」内 

プログラム  廃材など「捨てられるはずだったもの」を使った、ものづくり体験やパネル

展示から、サーキュラーエコノミーに挑む事業者の取組や想いを学ぶ。 

 体験後、明日からできる行動をひとつ考えて、メッセージボード「こんなこ

とからやっていくねん宣言」に掲示いただく参加型企画 

【催事協力企業・体験内容】 

* 株式会社イワタ 『チンパンジーのベッドから考える、人と環境にやさし

い眠り体験』 

* 株式会社𠮷川国工業所 『PET ボトルキャップから、オリジナルアンブ

レラマーカー作り体験』  

* 株式会社ごみの学校 『すてられる素材から世界に一つのアイテムづくり

体験』  

* PHI 株式会社 『リサイクル熊野筆でオリジナルしおりづくり体験』  

* サラヤ株式会社 『つめかえパウチからアクセサリーづくり体験』  

* 甲子化学工業株式会社 『すてられるホタテ貝殻をつかったサステナブル

アート体験』  

* 日榮新化株式会社 『ラベルを「貼る」ことで、見過ごされがちな“台

紙”の再資源化を体感』 

 

○開催結果 

当日は 300 名を超える方に来場いただいた。親子連れのみならず、幅広い世代の方がものづく

りワークショップを体験し、サーキュラーエコノミーの重要性に触れていただいた。ワークショ

ップ参加者からは、単に「楽しかった」という感想以外にも、「必要なものを必要な分だけ買う」 

「つくるだけじゃなくて、買ってみたい」「捨てる前に他の使い道を考えるようにする」「不要に

なったものをほしい人に譲る」などの声が寄せられ、CE に関する参加者の意識・行動の変容を確

認できた。 
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会場全体の様子 集合写真 

  

（株）イワタによる体験の様子 （株）𠮷川国工業所による体験の様子 

  

（株）ごみの学校による体験の様子 PHI（株）による体験の様子 
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サラヤ（株）による体験の様子 甲子化学工業（株）による体験の様子 

  

日榮新化（株）による体験の様子 メッセージボード「こんなことからやっていくねん宣言」 

 

メッセージボードに寄せられた来場者の声 
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メッセージボードに寄せられた来場者の声を抽出/整理した表 

 

また、会場では、Rethink Design プロジェクトのキービジュアル（以下）も公開した。 
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４．サーキュラーエコノミー・ビジネスフォーラム～作り手と販売・サービスの担い手が

考える、循環価値の伝え方～ 

「２．循環価値のプロモーターに関する実態調査」、「３．循環価値の作り手によるプロモーシ

ョン（万博会場内イベント）に関する実証調査」で得た気づきの共有・確認と更なるアクション

の加速化を目的に、「循環価値のプロモーター」と「循環価値の作り手」とが一堂に会し、消費者

への循環価値の訴求に向けて、互いに期待することを対話する交流会を実施した。 

 

イベント名 サーキュラーエコノミー・ビジネスフォーラム 

～作り手と販売・サービスの担い手が考える、循環価値の伝え方～ 

開催日時 2026年 2月 13日（金）13：30～17：00 

開催場所 梅田センタービル F＋G会議室 

プログラム 1．開会・趣旨説明 

2．イントロダクション 

（Circular Economy Hub 編集長（ハーチ株式会社運営）／ 

サークルデザイン株式会社 代表取締役 那須 清和 氏） 

3．事例発表 

 事例発表① 『行動は、理念ではなく“仕組み”で変わる ーオフィス

斗々屋が挑戦する循環価値の伝え方』 

（株式会社斗々屋 代表取締役社長 梅田 温子 氏） 

 事例発表② 『商業施設を起点としたサーキュラーエコノミーについて』 

（JR 西日本 SC 開発株式会社 カンパニー統括本部 未来価値創造部 

 岡本 昂介 氏） 

 事例発表③ 『地球環境に配慮した宿泊体験の魅力』 

（GOOD NATURE HOTEL KYOTO 総支配人 北田 萌子 氏） 

 事例発表④ 『ReMUJI の取組みについて』 

（無印良品 イオンモール橿原 副店長 北之園 学 氏） 

4. トークセッション 

＜ファシリテーター＞ 

Circular Economy Hub 編集長（ハーチ株式会社運営）／ 

サークルデザイン株式会社 代表取締役 那須 清和 氏 

＜登壇者＞ 

梅田氏（株式会社斗々屋）、岡本氏（JR 西日本 SC 開発株式会社）、 

北田氏（GOOD NATURE HOTEL KYOTO）、北之園氏（無印良品 イオンモール橿原） 

5．交流会（会場のみ） 

6. 閉会挨拶 

7. ネットワーキング 

 

○開催結果 

当日は、計 47 名（現地参加：14 名、オンライン参加：33 名）の方に参加いただいた。サーキ

ュラーエコノミーの価値を、消費者にどのように届け、日々の選択につなげていくのか、その問

いを多角的に捉えるために、作り手と担い手が一堂に会し、実践知を共有することを目的として

開催した。先進事例の調査結果も踏まえつつ、価値を「伝える」だけでなく、自然と「選ばれる」

仕組みをいかに育てていくかについても議論した。トークセッションでは、販売・サービスの立

場から、CE にどのような想いで取り組んでいるか、消費者に循環価値をどのように伝えているの
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かなどコミュニケーションの手法について、トークセッション形式でお話を深めていただいた。 

グループ対話・交流会では、参加者(製造事業者等)と登壇者(販売・サービス関連事業者）が２

グループに分かれ、これまでのプログラムに関する感想を共有しながら、活発な意見交換がなさ

れた。互いに課題感を感じている部分において連携する余地がないか、回収や情報発信時におい

てどのような工夫を行っているかなど、業界や業種の垣根を越えてノウハウを共有するネットワ

ーキングの機会となった。 

   
イントロダクション 事例発表 

  
事例発表 トークセッション 

  
トークセッション 
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５．PR 冊子の作成 

サーキュラーエコノミーの価値を「消費者にどう伝え、選ばれるか」に焦点を当て、販売・サ

ービスの現場において、顧客の行動変容を促しながら循環を生み出す具体的な取組や工夫の実践

例をまとめた冊子を作成した。冊子は、別添資料として掲載。 
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６．まとめ 

本事業では、「循環価値のプロモーターに関する実態調査」、「循環価値の作り手によるプロモー

ション（万博会場内イベント）に関する実証調査」、「サーキュラーエコノミー・ビジネスフォー

ラム」を行い、循環価値の伝達方法を磨きあげるための手法、循環価値のプロモーターと価値の

作り手の連携促進について、考察を重ねてきた。考察結果を以下にまとめる。 

 

①循環価値の伝達方法を磨きあげるための手法 

サーキュラーエコノミーの実現には、消費者をはじめ、バリューチェーンの各段階に関わる主

体の思考・行動変容が不可欠である。そのため、顧客接点をもつプロモーターが担う役割は大き

い。本調査においても、実際に顧客の行動変容を促しながら循環を創出した、先進的なプロモー

ターの事例が確認された。以下では、これらの先進事例から明らかになった、循環価値を効果的

に伝達するための手法を示す。 

 

○ワクワクする体験や情緒的価値からのアプローチ 

「環境に良いから」「サステナブルだから」といった視点を押し出すのではなく、デザインや利

便性などのユーザー便益、あるいは「面白い」体験を入口とし、消費者が自然と循環に参加でき

る仕組みを構築する。その中で、気付きを促し、興味・関心につなげることが重要である。大阪・

関西万博におけるワークショップ等でも、ものづくりの楽しさを入口とすることで、参加者が自

身の行いを振り返り、「必要な分だけ買う」「捨てる前に使い道を考える」といった主体的な行動

変容に繋がることが確認されている。 

 

○プロセスとストーリーの可視化による納得感醸成のアプローチ 

回収された資源が再生される工程の可視化や、規格外品の理由明示による価格調整、環境貢献

量の数値化など、背景にあるストーリーを丁寧に伝え、消費者が納得して選択できる仕組みを提

供することが有効である。 

 

○心理的・物理的ハードルの解消 

消費者のサステナブルな行動を後押しするためのアプローチとして、わかりやすく、手間の少

ない形で参加できる仕組みを構築することが有用である。具体的な例として、セルフ量り売りス

タイルに不慣れな消費者でも直感的に利用できるよう、最新技術を用いたデジタルスケールを取

り入れているケースもある。 

また、周囲の行動に訴えることも有効である。衣料品回収ボックスを例にすると、ボックスを

あえて透明にし、「他の人も出している」「まだ着られる良い服も入っている」という様子を可視

化することで同調効果を生み出し、参加への心理的ハードルを下げているケースもある。 

 

②循環価値のプロモーターと価値の作り手の連携促進 

プロモーターは、消費者との接点から得られるマーケットや社会に対する感性を活かし、もの

づくり企業をはじめとするバリューチェーンの各段階を有機的に結びつけ、連携を促すハブとし

て機能しているものと考えられる。例えば、自社サービスを提供する中で得られたデータを製造
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事業者にフィードバックして製品設計につなげる、生産者と対話して個包装を廃止する、規格外

品を買い取り店舗で価値化して提供するといった事例がある。こうした取組により、作り手側の

損失軽減と資源の有効活用の両立にもつなげている。 

 

③考察まとめ 

 これら調査結果から、循環価値のプロモーター含むサプライチェーン全体で、サーキュラーエ

コノミーの仕組みへの参画を促すためには、以下の要素が重要と考えられる。 

 

○経済合理性と循環モデルの両立が見えること 

環境配慮の側面だけでなく、ビジネスとしてコスト削減や収益化が成り立つという「経済合理

性」が見えることが、プロモーターの意識・行動変容において重要な要素となる。 

ヒアリングした先進事例では、物流や在庫管理、メンテナンス体制を徹底して内製化すること

で利益創出を実現している事例や、地域単位で資源の回収から輸送・再資源化までを一体で設計

することで、物流コストと環境負荷の低減という経済合理性を両立させるモデルの構築を目指し

ている事例があった。 

 

○初期投資や参入ハードルを下げること 

改修、修理、再利用等、新たに自社単独でサーキュラーエコノミーの仕組みを構築するために

は多大な設備投資や労力、ノウハウが必要となり、資源循環に向けた参入ハードルが高く感じら

れる可能性がある。ヒアリングした先進事例の中には、自社の経験をもとに、プラットフォーム

やノウハウを提供し、他企業が循環の仕組みを導入しやすいよう後押ししている事例もあり、こ

うしたプラットフォームを活用することで初期投資や参入ハードルを下げることは有効であると

考えられる。 

 

○「三方良し」にもとづくサプライチェーン全体で取り組むこと 

プロモーターが単独でサーキュラーエコノミーの仕組みを構築するのではなく、製造事業者（作

り手）やリサイクラー等と連携し、サプライチェーン全体で取り組む体制を構築することが、行

動を後押しする重要な要素である。 

ヒアリングした先進事例では、自社のビジネスのプロセスにおいて、得られた利用者のニーズ

動向について情報提供することで、製造事業者の余剰生産を抑え、市場ニーズに沿った製品提供

につなげる事例や、製造委託先やリサイクラーと連携したモデル構築を進めている事例があった。 

 

今後、サーキュラーエコノミー推進に向けて、近畿経済産業局による展開が有効であると考え

られる施策の方向性を以下に示す。 

 事例の発掘・可視化: 先進的な取組事例や、消費者にどう価値を伝えるかという実践知を引

き続き発掘そして可視化すること。 

 知見の「普及」・活動発信: 価値の作り手と連携した体験型イベントなどを開催し、新たな地

域の循環拠点を形成していく。これにより、一般消費者の関心喚起や行動変容のきっかけを

作るとともに、意欲ある事業者や自治体へ広く情報発信を行う。 
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 サーキュラーエコノミーに挑戦する実践者のネットワーク強化・共創に向けた支援: サーキ

ュラーエコノミーに挑戦する事業者等が一堂に会し、学びや対話を行うビジネスフォーラム

等を定期的に実施。さらに多様な参加者を募り、裾野を拡げていくとともに、共創へと具現

化・加速化していくため、支援を強化する。 

 

これらの施策を通じて、近畿管内においてサーキュラーエコノミーに挑戦する「価値の作り手

（製造事業者）」や「伝え手（プロモーター）」をはじめ、「つくる」「うる・かう」「つかう・まわ

す」「もどす」といったバリューチェーンの各段階に関わる多様な主体の思考・行動が変容し、循

環を前提とした新たな価値の創出や協働の取組が一層進むことが期待される。こうした変化の積

み重ねによって、関西から「Rethink」が当たり前となる社会、持続可能な社会の実現に向けた歩

みが加速していくことを期待したい。 
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別添資料 

* 「Rethink Design Report 2026」 
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